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2) SrTiO 3 ,KMnF3 の比熱















えられる｡NaN02 の比熱 はそのことを反映した様相を示す｡しかし,NaN0 2 のばあ
い(多くの強 ,反弓蹄 電体のばあい )には相転移点の圧力依存性が著 しく,そのばあい
CpとCvの差が大きくな り,CpとCvのいずれを用いて臨界指数を解析するかを慎重に
検討 されねばならない｡NaN02 の比熱の臨界指数を帯電率の臨界指数と同じ程度の精
度で決定する方法はいまのところない｡
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